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資料-３ 

 

 

第５章 地域の将来像及び基本方針 

 
 

【第３回委員会での指摘事項】 

 ・五つの方針には脊振とか固有名詞が全く出ていない。「他県の水源地域の活性化のための方針と何

が違うのか」「脊振らしきものは一体どこにあるのか」という意見を言われることがあるが、その

ような観点では大丈夫か。 

・脊振らしさ、城原川の水源地域らしさは方針の中に反映されている。自然環境あるいは歴史資

源、そういったものがよその地域と比べて、ここのほうが優れていると。だから堂々とこういう

表現をして問題ないかと思っている。 

  ⇒地域の将来像を考える際に、「脊振地域らしさ」、「他県の水源地域の活性化とは異なる視点」を

入れています。 

  ⇒将来像の方針にも、脊振らしさ、城原川の水源地域を加えています。 
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２-１．地域の将来像 

～脊振山から城原川下流へ水が育む 

持続可能な地域づくり～ 

定住・交流・関係人口※の増加による生活・集落機能の維持・向上 
※関係人口：移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」でもない、地域や地域の人々と多様に関わる人  々

 

 ＜将来像のイメージ＞ 

  ・脊振山から城原川下流：神埼市内での流域連携をイメージしています。 

城原川は、その源を佐賀県神埼市（脊振町）の脊振山に発し、途中支川を合わせながら山間部を

流下し、仁比山付近より扇状地形を形成して平野部の神埼市の市街地を南下し、筑後川右支川の

佐賀江川の 2.0 km 点に合流しています。城原川は神埼市を縦断し、脊振町、神埼町、千代田町と

流れることから、上下流交流をイメージしています。 

  ・水が育む：水の歴史・文化・産業をイメージしています。九年庵、眼鏡橋や広滝第一発電所など

の水の歴史・文化、そうめん・うどんなど水を使った特産品や、野越し、政所、下流のクリーク

など水に関わるもの、水が育んできたものが多数あることから、育むという文字を用いています。

※育友会、教育の「育」でもあります。 

  ・持続可能な：ワークショップで A 班から意見がありましたキーワード。SDGs（「Sustainable 

Development Goals（持続可能な開発目標）」）の持続可能の用語です。 

  ・地域づくり：水源地域振興計画の目的である、地域づくりを入れています。WSでの B 班「３世代

が暮らせる町」、C班の「安らぎの町」、D 班の「賑わいのある町」をイメージしています。 

  ・定住・交流・関係人口：WS での意見（主に E 班）及び国土交通省でまとめている、「新たな担い

手等による今後の水源地域振興のあり方に関する検討会報告書」も参考としています。 

  ・生活機能・集落機能の確保：少し過激的な表現かもしれないが、対象の水源地域は脊振町一体を

含めたエリアであり、過疎地域に指定されています。そのため、移住政策などを図りながら、現

状の生活環境や集落機能の維持・向上が求められます。 

また、「新たな担い手等による今後の水源地域振興のあり方に関する検討会報告書」の参考とし

ています。 

 

 

  



3 
 

＜参考：新たな担い手による水源地域の振興のあり方とは～水源地域の振興のあり方に関する検討

会報告書 発行：国土交通省 水管理・国土保全局 水資源部 水資源政策課＞ 
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２-２ 地域の将来像の方針 

 

【第３回・第４回委員会での指摘事項】 

方針３に対する意見 

 ■委員 

 ・将来像の方針３番目の、「農特産品のブランド作りとあるが、現在、高齢化に向かっているため、

現状では難しい。ブランド作りという表現は変えたが良いのでは。 

 ・干し柿やシイタケがあるが、ブランドではないのでは。 

 ■委員長 

 ・ブランド化はなかなかハードルが高いという指摘であるが、農産物、特産品を開発し、そのうち

ブランド化されるものもあるため、開発ぐらいにとどめることもできる。実際に作って売れるも

のがブランドとなるので、物のブランドや地域ブランドとも解釈できる。 

・脊振地域のブランディングも当然あるため、ブランドという言葉を残しながらも、広い意味で農

産物あるいは特産品の開発を一生懸命進めることとする。 

・商標登録していないとブランドとしての認知は難しい。脊振の清流米とか、水車米とか。ブラン

ド化は難しい意見はいただいたが、これから地域を活性化させるためには、一つ、二つのブラン

ドがなければ、活性化につながらないので、ブランド化は残させていただきたい。 

  ⇒方針―３の小項目に「ブランド」を残しています。 

方針４に対する意見 

 ■委員 

 ・過疎地では、子どもの教育が一番心配であるが、その点盛り込まれているか。 

 ■委員長 

 ・子育て支援も含めて、地域で育てて守ることは、重要な要素である。安心して住み続ける、場合

によっては移住者の魅力の要素にもなるため、子どもの教育も加えていただきたい。 

・一方で、高齢者が元気に暮らせる地域づくり、高齢者の能力を活用するような地域づくりが目標

中に出てきていない。暮らしている高齢者の方が生き生きと暮らせる町づくりというのは重要な

要素である。高齢者を活用した子育て世代とか、多世代交流だとか、そんなことを事業化しよう

という提案である。 

 ⇒方針―４として、「教育環境の支援」を加えています。 

方針５に対する意見 

 ■委員 

 ・方針５番目の「３世代が分かりやすい情報発信」はどのような意味か。誰にでも分かりやすい情

報発信ならわかるが、これは特に誰に対して情報発信なのか。 

 ■委員長 

 ・３世代は外して良い。域外、観光振興も考えるわけだから、域外に対する、地域外に対する情報

発信も必要なので。対象はかなり広いということで、分かりやすい情報発信ぐらいでいいと思い

ます。 

  ⇒３世代は外し、わかりやすい情報発信としています。 

 ■委員 

 ・8ページの方針 5 の中で、城原川上下流や周辺自治体やと、「や」が連続する。 

  ⇒適切な表現に修正する。 
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方針全般に対する意見 

 ■委員 

 ・将来の方針案が掲げられているが、振興策を将来にわたり誰がどういう形で実施するかを考える

べきである。方針的に加えるとかではなく、組織づくりの強化や後押しなどが将来的な一項目と

してあったほう良い。 

  ⇒組織作りについては、第７章でまとめています。 

  ⇒方針（共通）として、「地域振興計画の推進体制の構築（交流・推進）」として加えています。 

 ・地域活性化はこの先 20 年ではなく、30年、50 年での話となる。地域の人が主体となる組織作り

の強化や支援などがないと見えてこない感じがする。基本的な、将来的な組織づくりを方針の一

ついれていただきたい。神埼町で活動しているが、それが常に大きな課題である。 

  ⇒方針（共通）として、「地域振興計画の推進体制の構築（交流・推進）」として加えています。 

 ■委員長 

・将来像の方針の中に、全ての方針を進める上で組織づくりが重要であることを、将来像のほうに

も盛り込みたい。新たな項を設けるのではなく、方針 1番から 5番の全ての将来像の達成のため

に、担い手、組織づくりで臨むのかである。 

・一般的には共働組織となり、自発的、自律的な住民組織をしっかりつくることが、全ての大前提

であるため、1番から 5番までの将来像を達成するための人づくり・組織づくりを将来像の中に何

らかの形で盛り込めるようなことを考えていただきたい。 

  ⇒方針（共通）として、「地域振興計画の推進体制の構築（交流・推進）」として加えています。 

 

 ■委員 

 ・拠点づくりを入れていただきたい。神埼市全体で、例えば千代田の人、神埼の人、脊振の人って

いう中で、全市で組み立てた上での脊振の拠点づくりが必要である。アクションプランの中で少

し出てくるが。その辺を方針でも触れる形で検討いただきたい。 

・全市的な施設として、観光面で生かせる拠点も必要である。住民の行政サービスではなく、特産

品や観光などの事業内容の拠点が好ましいと考える。 

 ■委員長 

 ・住民たちが具体的に活動するような交流の場。住民たちが主体的に活動できるような場である。

その場は、施設もあれば、集まりもある。そのようなものが地域づくりには不可欠である。 

 ・五つの方針を具体化、具体的に進める上で、人づくり、組織づくり、人や組織が集まる拠点

（場）の創生を共通として、何らかの形で加えたい。 

  ⇒方針―４の小項目「交流・体験活動」の中に、脊振交流センターの活用を入れています。 

  ⇒人や組織が集まる場の形成を、方針―共通に加えています。 

 

地域の将来像に関する意見 

 ■委員 

 ・振興の団体による生活支援機能の維持、向上となっているが、下の文章は生活の集団機能の確保

となっており、整合が図れていない。 

  ⇒打ち合わせ前は、集団機能の確保としていた。打ち合わせの指摘を踏まえ、生活支援機能の維

持、向上と修正したが、修正ができていない部分があったので修正する。 
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城原川流域の森林と豊かな水資源は、水源地域の産業と生活を将来にわたり支える基盤であり地域

活性化に活用していく重要な資源となります。また、城原川ダムは治水機能のダムとなることから、

水源涵養林の間伐等による適切な管理、浸水区域の荒廃地化を防ぐ取組みを推進し豊かな水資源の確

保や間伐材の有効利用により、持続可能な地域づくりを目指していきます。 

 

 

 

 

水源地域や神埼市全域には、多様な歴史文化、水に関わる観光資源（仁比山神社、眼鏡橋、広滝第

一発電所）、野越などの治水文化や政所などの歴史ある土地などが多数存在しています。ダム建設を契

機に、これらの歴史資源や水文化資源を結び付け、神埼市内・周辺自治体と連携した観光コースの構

築、街づくりを行い、都心部からの誘客など交流人口の増加を目指します。 

また、民間事業者や周辺のダム等と連携を図りながら、インフラツーリズムなど、新たな着地型観

光などの観光レクリエーションも展開していきます。 

 

 

 

 

水源地域には、しいたけ、柿、ほうれん草、ピーマン、米（水車米）やジビエなどの多様な農作物・

特産品を有しており、複数の直売場にて販売されていますが、さらなる販売促進に向けては農・特産

品の地産地消の発展的な展開や、ブランド化を図っていきます。 

また、生産者の高齢化に伴い、特産品の出品が減少傾向になりつつあることを踏まえ、出荷及び集

荷の構造改革、貸農園等の生産人口の確保を目指していきます。 

 

 

 

 

水源地域の脊振町は過疎地域に指定されるなど、人口減少が進んでいる状況です。多くの水源地域

では、過疎化・高齢化が急速に進行していることを踏まえ、水源地域の活性化に向けては、人口減少

においての移住政策や就業支援を図りながら、定住人口を増やして集落機能の維持を図る必要があり

ます。 

また、交流活動や教育環境への支援を行い、定住人口の確保を高めるとともに、観光に来られる「交

流人口」や、新たな担い手の確保として地域や地域の人々と多様に関わる「関係人口」の増加を図り

ながら、地域のコミュニティや愛着を高めていき、安らげる住環境を保持していきます。 

  

方針－１ 脊振山系の豊かな自然環境の保全、水資源の活用 

方針－２ 歴史資源や水文化を活かしたまちづくり・ネットワークの構築 

方針－３ 農・特産品の魅力創出、新たな魅力の発掘・開発 

方針－４ まちの働く場づくり、安らげる住環境の整備及び教育環境の支援 
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城原川ダムの整備については、平成 30 年より「建設段階」へ移行し、建設事業に着手しています

が、ダム事業が完成するまで長期間を要します。また振興計画の推進にあたり、多様な主体の参画と

協働が求められることから、ダム建設の目的及び工事の進捗状況、振興計画の施策の内容など、地域

住民に対してわかりやすい情報を発信し、理解を深めていきます。 

また、小・中学校の学校教育及び生涯学習の一環、水源地域のみならず神埼市内全域（城原川上下

流）や周辺自治体、また、都市部も含めた地域の交流を活発化します。 

 

 

 

 

地域振興計画を推進するためには、市・県・国などの行政だけでなく、地域住民、活動団体・関連

団体など、多様な主体の参画と協働によって推進することが求められます。将来像の達成のためには、

新たな担い手の確保や組織作りを行いながら、持続的に維持・発展させていくことが必要です。 

また、自然・歴史資源の保全と活用、農・特産品の開発・販売などにより、水源地域の活性化が図

られ、新たな資金と人材を生み出す好循環の仕組みを作っていくことが重要となります。 

そのためには、多様な主体の参画と協働による組織、補助金ではなくふるさと納税・クラウドファ

ンディングなど自主的な資金確保など、自走できる推進体制を構築します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-2-1 地域の将来像の方 

  

方針－５ わかりやすい情報発信、世代や地域を超えた上下流交流の促進 

方針－共通 地域振興計画の推進体制の構築（交流・推進） 

 

 

方針１ 

脊振山系の豊かな自然環境の保全、水資源の活用 

方針２ 

歴史資源や水文化を活かし

たまちづくり・ネットワー

クの構築 

方針３ 

農・特産品の魅力創出、新

たな魅力の発掘・開発 

方針４ 

まちの働く場づくり、安らげる住環境の整備及び教育環境の支援 

方針５ 

わかりやすい情報発信、世代や地域を超えた上下流交流の促進 

方針共通：地域振興計画の推進体制の構築（交流・推進） 
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 第１回・第２回住民ワークショップ（第３回の意見を一部追記）を踏まえ、地域の将来像及び将来像

の方針を検討する。 
 

（１）地域の将来像 

第２回ワークショップで各班から上げられた将来像は以下の通りである。「水」、「にぎわい（観光）」、

「自然」、「安らぎ」、「３世代」がキーワードとして挙げられている。 

 

  ・水を使った観光交流・循環型地域（Ａ班） 
   ⇒キーワードとして、観光立地（水を使った）、持続可能、循環型、発電（水力、バイオマス）

などが上げられたため、 

 

  ・10 年後は 3世代が暮らせる町だったらいいな（Ｂ班） 
・水と共にある町だったらいいな（Ｂ班） 

 

  ・自然を生かした安らぎの町（Ｃ班） 
   ⇒神埼市の総合計画の中で、癒やしゾーンってなっておりますので、自然を生かした安らぎの

町ということで、これが将来像としている。 

 

  ・にぎわいのある町（Ｄ班） 
   ⇒若い人たちが脊振の町に来て、子育てできるような環境をつくってほしいということで、に

ぎわいのある町 

 

  ・地元資源の活用・発掘（Ｅ班） 

  ・移住・定住・関係人口の増加（Ｅ班） 

   ※第３回住民ワークショップでの追加意見 
 

 

班 意見（下線付きは第３回住民ワークショップでの意見を追加） 

A 水を使った観光の活性化、小さな拠点づくり、特産品・農作物、雇用を生み出す、健康、人材育成 

B 豊かな自然、誇れる文化・歴史、観光、情報発信、事業継承 

C 活用できるよう自然保護、自然体験ができる場所の整備、人財の確保 

D 
賑わいのあるまち、若い人、子供が集まるまち、利便性・交通面がよい、雇用の場が充実している、

昔を思い返す地域体験、自然観光 

E 

物語(魅力をつなげる・脊振ならではの物語を作る)、ブランド作り、夢がある、自然 

 

アクセス、定住（利便性（買い物や交通など生活面））、昼間の人口増加（昼間の人口増加（企業誘致

など））、風通しの良いコミュニティ（（官⇔民・民⇔民））今回のダムに関する情報不足の裏返し）、若

い力（若い人のほうが考え方が柔軟）、地元の魅力×新しい魅力 

 

 


